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「ネ ッ トワ
ー

ク を利 用 した実用英語教材開発 とその 効果」

　　　　　　　　　　　　　　　上村隆
一

（福岡工業大学情報工 学部）

　CAI とい う教育手段が外国語学習に応用 されは じめて 久 しい が 、その 効用 につ い て

は LL 同様 、賛否両論あ り、い まだ に結論が 出て い ない か の よ うに思 わ れ る 。 発表者の

私見で は 、 CAIXCALL は 「知的」や 「学習者中心」 などの 修飾語を冠 して も、やは り、

あ くまで 個別学習の ための 動機づ けや支援手段にす ぎず、 「評価」 とい う最 も重要な

部分は教師 （人間 〉が担 うべ きもの で あ る 。 その 点で 、 今後の CAUCALL は い よい よ

「外見よ り実質」 、 すなわ ち 、
コ ース ウ ェ ア 開発者ある い は教育者が 、い か に 内容 を充

実 させ る か と い う段階 に移行 して い くで あろ う。

　とこ ろで 、発表者は過去約 10年間 に わ た り、 TOEFLArOEIC お よび工 業英検受験 を前

提 とした 、
い わゆ る実用英語向けCALL 教材の 開発 を進め 、　 Rapid　Reading，　Media　Eng

lishなどの 授業で 実際に活用 して きたが 、 昨年度か ら イ ン トラ ネ ッ ト （学内LAN 上の

仮想イ ン ターネ ッ ト環境）の WWW サ ービ ス に よっ て 、学習者利用環境の 統
一

を図 る こ

とに した 。 また 、
マ

ー
ク シ

ー
ト方式 に よる 独自の TOEFLrl

’
OEIC お よび工 業英検の模試

を実施 し、機械採点 ・統計ソ フ トウ ェ ア を併用 して 、上記の実用英語 コ
ース ウ ェ ア の

導入効果 を発 表者 自身が 「評価」で きる よ うに した 。 その 結果、CA 　ICALLコ
ース ウ ェ

ア は 、 導入の 目的が明瞭で ある場 合に 、

一定の 教育効果 を上 げ うる こ とを確認 した 。

本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 、 具体的な事例を紹介 しなが ら、ネ ッ トワ
ー

ク （特に イン トラ 不

ッ ト）利用 の CAUCALL 教育の 「内容」充 実 に向けて の 提言 を行い た い
。

「学習者中心主義英語教育の柱 として の ESP 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　山内ひ さ子 （久留米工業大学）

大学英語教育学会九州 づ中縄 支部プ ロ ジ ェ ク トチ
ー

ム に よ る 中
・
韓

・日3 ヶ 国の 大学生

の 英語学力 と英語学習実態調査で 、TOEFL 形式の 実力 テ ス トの 結果は 日本の 学 生の 成績は

ほかの 2 ヶ 国 よ り劣る こ とが判明 した 。 その 原 因と して プ ロ ジ ェ ク トチ
ーム は 日本 の 大学

生 は英 語学 習 目的や理 由が 曖昧で あ り、学 習意識に切迫感が欠 くこ とを指摘 して い る 。

平成 3年の 大学設 置基準の改訂を受け 、 多 くの 大学が英語教育の カ リキ ュ ラ ム 改革に着

手 したが 、そ の 改 革の 主流 は コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 手段 として使 える英語 教育を 目的 と

した もの が 多 い
。 しか し、英語の 運用能力 を高め る英 語教育 を大学 レ ベ ル で の 教 育目的

に した場 合、 どれ ほ ど学習の 動機付けが で き、学習意欲を湧せ る こ とが出来るの か とい

う点で は疑問が残 る 。

したが っ て 、学習者中心主 義の 英語教育 を目指す べ きで ある とい う立場か ら、ESP を大

学の 英語 の カ リキ ュ ラ ム の 1 つ の 柱 とする こ とを提案す る 。 学生 の専 門分野 の 英語 と高

校 まで の EGP の 架け橋 となる ESP を大学 1年次か ら英語の カ リキ ュ ラム に導入 し 、 専門分

野の 英語 の 基礎的 英語の 学習がで きる よ うにす る こ とに よ り、 大学受験 とい う学習動機 を

失 っ た学生 に 対 して 新た なる 学習動機 を与え るこ とがで きる 。 また 、 高校 まで の 学習で

十分 に習得で きなか っ た英 語技 能の 養成 も、ESP 教材 を用い た方が 学習効果が大 きい と考

える 。

資料 ：English　Purposes　by　R ．R ．Jordan，
”English　for　Academic　Purposes

”
，　Carnbridge　University
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